
第 29 回 恵那市歴史的風致維持向上計画協議会 

 

日時：令和８年１月 15 日（木曜日） 

   午後３時 30 分から 

              場所：佐藤一斎学びのひろば セミナールーム 

 

１．開会 

 

 

２．委員委嘱 

 

 

３．あいさつ 

 

 

４．議事 

  第２期恵那市歴史的風致維持向上計画 事業内容の追加について 資料２ 

 

 

５．その他 

  第３期恵那市歴史的風致維持向上計画に向けた方向性の検討について 

資料３ 

 

 

６．閉会 

 

 



R8.1.15

※敬称略

委員 備考

1 １号委員(学識経験を有する者) 岐阜大学 社会システム経営学環 教授 出村　嘉史

2
２号委員
(伝統的建造物群保存地区審議会
を代表する者)

伝統的建造物群保存地区審議会　代表 後藤　俊彦
前任：
長谷川良夫委員

3
３号委員
(文化財保護審議会を代表する者) 文化財保護審議会　代表 森川　彰夫

4
６号委員
(その他市長が必要と認める者) 岩村城下町まちなみ保存会　代表 山田　敏之

前任：
後藤俊彦委員

5 地域自治区会長会議 代表 堀　誠

6 地域自治区会長会議 代表 鈴木　繁生

7 岐阜県恵那土木事務所長 石井　伸吾

8 岐阜県環境生活部県民文化局文化伝承課長 市岡　美咲

9 恵那市教育委員会事務局長 鈴村　幸宣

10 恵那市建設部長 長谷川　公盛

選出区分

４号委員
（地域自治区会長会議から推薦を
受けた者)

５号委員
(関係行政機関を代表する者)

恵那市歴史的風致維持向上計画協議会　委員一覧
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(４)歴史的風致の維持及び向上に関する基本方針 

維持向上すべき歴史的風致における取組みの状況及び課題を踏まえて、今後においても本市固

有の歴史的風致の維持及び向上を図るため、以下に示す３つの基本方針を示す。 

 

① 歴史資源の魅力の向上及び活用の促進と町並み整備保全 

② 歴史的風致に対する市民意識の向上 

③ 歴史的風致を維持する伝統文化の担い手の育成 

 

①歴史的建造物の魅力の向上及び活用の促進と町並み整備保全 

これは、121 ページの①歴史的建造物、町並みの

保存に関する課題に対応した方針である。歴史的風

致を構成する建造物のうち、すでに文化財としての

保護措置がとられているものについては保存と活用

の強化に努める。また、市内には、国、県及び市に

より文化財として指定されてはいないものの、地域

に長年受け継がれてきた貴重な歴史資源が埋蔵物も

合わせて多数ある。これらは新たな価値付けにより

歴史的風致のさらなる維持及び向上に大きく寄与す

ることが考えられる。 

このため、地域の歴史資源に対する現地調査や史料文献調査、埋蔵文化財に対する発掘調査な

どの学術調査を、文化財保護審議会、大学及び地域の有志などの協力を得て順次実施し、歴史的

風致との関わりなど、当該歴史資源の価値を明らかにした上で、必要に応じて復原や修理、修景

を施すなど、長期的な視野で歴史資源の保全と活用に取り組んでいくものとする。さらにこれら

歴史資源を結びつけるための案内板の設置や、歴史的建造物を多く楽しめる回遊性のあるルート

の設定、町の雰囲気を楽しんでもらえる新たな町の魅力づくりについて検討する。 

歴史的風致の維持及び向上を図り、歴史的風致を活かしたまちづくりを進めていくため、地域

が有する歴史的文脈を踏まえた歴史資源の修理・修景整備を進める。また、併せて、それらの歴

史資源さらには町を、住民や来訪者の人たちが心地よく

快適に散策できるよう、歴史的建造物の移築や道路美

装、広告物の規制など景観的な配慮を行うとともに、休

憩所などの空間の整備を行う。 

次に空き家の活用については、現在の空き家の状況を

調査し現状を把握する。また空き家になっているところ

に住んでもらうための必要な機能について検討し、空き

家を活かし、町並みが途切れないようにすることにより

町の魅力を高めていく。 

まちなかに点在する歴史資源の紹介を行うためのサイン案内板の充実や、歴史的な趣のある建

築物を改修し、内部で歴史的な町並みや人物を題材とした企画展を開催するなど、市民や来訪者

に対して歴史的風致の魅力を情報発信する。 

 

蔵を活かした展示 

岩村城跡発掘調査現地説明会 

hiyori_nishio
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第３章　基本方針について（内容追記）
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また、町に住んでもらい住民が生き生きと生活してもらうために、住民が必要な機能（施設）

を町並みのなかに取り入れる。例えば、高齢者の技術を活かし、居場所をつくるための物作りの

場所や町の人が集まれる公園、集会所的な施設の整備等、その町で住んでいくために必要な施設

について住民と検討していく。 

②歴史的風致に対する市民意識の向上 

これは 122 ページの③文化財の保存・活用を行うための施設に関する課題に対する方針であ

る。歴史的風致の維持及び向上を行うための担い手である市民の意識の向上を図るため、本市の

歴史資源などを市の資料館や公開施設で紹介するとともに、パンフレットを一層充実し、各種イ

ベントやシンポジウムの開催時などに配布する。また併せて、歴史文化を紹介する市のホームペ

ージの充実を図る。また、地域活動組織やＮＰＯ等と行政の協働による講演会の開催を行い歴史

的風致を活かしたまちづくりを進める。特に岩村城や古い町並みの歴史や特徴を、看板等で説明

していく。 

③歴史的風致を維持する伝統文化担い手の育成 

これは、121 ページの②文化資源のネットワークの構

築及び新たな価値付けに関する課題に対する方針であ

る。岩村町秋祭行事などに代表される地域の祭りや、

歌舞伎、文楽、獅子舞、雅楽などの民俗芸能などの担

い手の育成のため、地域に残る歴史や文化を国内外問

わず誰もが気軽に学び、触れることができる拠点施設

を設け、後世に正しい形で地域の歴史と文化を継承で

きるようにする。 

また、祭りや民俗芸能の実演の場に積極的に小中学生などを参加させ、地域の歴史文化を直に

感じ取れるようにするとともに、市内の歴史的風致を継承する団体に対し支援を行う。 

伝統行事や伝統産業を維持、保全していくためには、そこに住む人々の協力が必要である。そ

のために重要なのが地域の活力が失われないということである。 

祭礼に代表される伝統行事は、単に地域の四季を彩る催しというだけでなく、地域に活力を与

え、関連する寺院や神社など歴史的な趣の感じられる建築物やその歴史を知る貴重な機会であ

る。また行事を行うためには、準備から当日の運営、開催後の後片付けに至る、行事開催に関わ

る一連の取組みが必要であり、地域住民が主体的に行うことにより、地域に一体感を生み、住民

の地域に対する誇りが醸成される。こうした伝統行事の勉強会などを開いて住民の関心を持って

もらう。 

このように歴史資源の関連性をもたせた保存会や、ガイドなど地域住民とのネットワークの構

築が必要である。また多くの地域で十分な歴史資源の調査を実施していく必要もある。 

 

 

 

 

 

 

岩村町秋祭行事に参加する小学生 

hiyori_nishio
長方形
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(５)計画実現のための体制  

１期の歴史まちづくり事業は、歴史、文化、観光、建設、都市整備等の多岐の分野に関連する

ため、本市では「歴史まちづくり連絡調整会議」を設置し、関係課（事業担当部課）間の横断的

な連絡調整を行っている。引き続き２期でも関係部署と連携していく。 

また、必要に応じて、岐阜県（県土整備部、都市建築部、教育委員会等）や「恵那市歴史的風

致維持向上計画協議会（法定）」との連絡調整を行う。さらに、恵那市文化財保護審議会や恵那

市伝統的建造物群保存地区保存審議会への意見照会及び報告を行い、円滑で効果的な計画実現を

図るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

連絡
調整 

 

 
 
・建設部 都市住宅課 
・教育委員会事務局 

 生涯学習課 

  
・まちづくり企画部 企画課 
・まちづくり企画部 地域振興課

・商工観光部 観光交流課 
・農林部 農政課 
・建設部 建設課 
・各振興事務所 

恵那市歴史まちづくり連絡調整会議 

 

 

 

連絡調整 

事
業
の
推
進 

 

連絡調整 意見照会及び報告 

図 計画の推進体制 



 

事業名 恵那市歴史博物館（仮称）整備事業 

整備主体 恵那市 

事業期間 令和８年度～令和 10 年度 

支援事業名 歴史的観光資源高質化支援事業 

事業位置 

 

事業概要 

 おおわご遺跡資料館、岩村歴史資料館、岩村民俗資料館、山岡郷土史料館、

串原郷土館を旧岩村町役場庁舎（旧岩村振興事務所）に集約し、恵那市歴史

博物館（仮称）として整備する。２階を展示室、収蔵庫とするほか、地階も

収蔵庫とする。1 階の佐藤一斎學びの広場、中央図書館岩村分館と併せて国

内外を問わず多くの観光客や市民が地域の歴史や文化を学び、理解を深める

学びの拠点施設とする。 

 

事業が歴史的

風致の維持向

上に寄与する

理由等 

博物館は、岩村歴史資料館を引き継いだ展示を行うほか、重点区域「岩村

城と城下町周辺地区」のほぼ中央、岩村町本通り重要伝統的建造物群保存地

区に隣接する立地を活かし、重点区域のガイダンス施設とする。また、歴史

的風致を構成する歴史的建造物・文化財など地域遺産の保存活用、そのため

の地域との連携を重要な役割として掲げている。さらに、国内外を問わず多

くの観光客が地域の歴史や文化を学び、理解を深める拠点として機能するこ

とを目指す。これらの活動を通じて、歴史的風致の維持向上を図る。 

 

展示室のイメージ 

恵那市歴史博物館（仮称）整備事業

旧岩村町役場庁舎全景 

hiyori_nishio
テキストボックス
第６章　事業計画について（P.172の後ろに新たに追加）



「恵み」を
未来へつなぐ

市民参画

まちづくり

「学び」の拠点

収集・保存・展示

歴史観光

■新博物館の事業活動

■展示計画

年間を通して展示を行う常設展の中にも、展示
を更新できる部分を設けます。近隣で開催され
るイベントの来場者のターゲットも意識した展示
や、前年度の運営状況を分析し、テーマや年間
スケジュールを計画。何度来館しても楽しめる
博物館を目指します。

学習に関連した資料の提供や
市民の「学ぶ」意欲に応える

博物館の機能を最大限に
活用した活動

市民が恵那を思う気持ちで
活動をサポート

地域の街づくり活動への情報提
供や発信の場を提供

歴史に関わる地域遺産の
情報提供や深掘り解説を行う

展示の種類

常設展

企画展

展示と講座・イベントなどのスケジュール案

人々が恵那を想う気持ちを活動という形に
変え、時間をかけてそれぞれの活動を一つひ
とつ積み重ねていくことによって、博物館の

中だけにとどまらない、恵那市全体の「恵み」を
育て、未来につなげることを目指します。

事業活動の基本的な考え方 事業活動の特徴

いわゆる企画展･特別
展をイメージし､テーマ
を立て他館からの借
用も行う。

収蔵品展

地域展「地域を学
ぶ､地域に学ぶ」企画展･特別展

13地域を年1ヶ所取り
上げる｡地域との協働
による展示を想定｡

上記の展示の合間に
開催するミニ展示｡

年間の展示スケジュール

｢恵那の恵み｣のテーマ性を意識した内容とし､
展示室の制約や動線も考慮しつつ検討を行いま
した(後掲展示ストーリー案参照)。設計段階に向
けては､展示更新の方針などを考慮し､企画展示
との関係も視野に入れて検討を進めていきます｡

以下の種類を想定し､年に３～４回開催｡企画展
や地域展に合わせた関連講座や地域関連イベン
トも実施します｡いわゆる企画展･特別展をイメー
ジし､テーマを立て他館からの資料借用も行う。

恵那の｢恵み｣を知る～物語り･地域語り･人語りへの誘い

展示コンセプト案

展示ストーリー案

■展示計画

恵那の｢恵み｣の多様性や成り立ちをどう伝えるか?その課題に対して､｢恵みを育んだバックボーン｣｢
恵みから生まれたものたち｣のテーマで学ぶ２段構えの構成とします｡
特に第1展示室は､博物館の持つ岩村城と城下町へのビジターセンターを重視して､展示テーマを充
実させます｡第2展示室と廊下側では､市民参加型の展示要素を加えることで､新たな切り口と展開に
チャレンジﾞします｡

１F エントランス

恵那市歴史博物館（仮称）整備基本計画（概要版）



２F  第１展示室

２F  第2展示室

恵那市歴史博物館（仮称）整備基本計画（概要版）

■計画策定の経緯と計画地

計画予定地周辺は、伝統的建造物群保存地区「岩村町
本通り」に隣接し、「岩村城登城口」からも徒歩圏内の好立
地に位置しています。施設内には、「佐藤一斎學びのひろ
ば」と「恵那市中央図書館岩村分館」を併設しており、生涯
学習の拠点と歴史観光が融合する場として、市民や来訪
者が気軽に立ち寄れる環境が整っています。
計画予定地周辺には､明知鉄道「岩村駅」や恵那ICがあ
り、徒歩・車いずれでもアクセスしやすい場所にあります。

■新博物館の考え方

｢恵那市新歴史資料館整基本構想｣の理念を再度確認し、引き続き重要な理念として、
博物館のあるべき姿からみてその根幹であると捉えました。

地域をつなぎ､多様な歴史と文化を未来に活かす博物館

恵那市の特質は､13の地域が独自の風土(個性)を有することであり､
市民がこれを学んで共有し､未来に継承していくことがこれからの市の発展の鍵である。

｢まなぶ｣拠点施設

13地域の多様な地域遺産の保存継承
に取組み､風土を活かしたまちづくりを

行う。

地域と繋がりをもち､
様々な社会問題の解決に取り組む

市内だけでなく､東濃の歴史観光の
エントランスとなる。

新博物館の理念

求められる方向性

市民の生涯学習の支援を行う。
また13地域の人たちが互いの
地域への理解を深める。

地域とつながる

地域遺産を
守り活かす

歴史観光の
エントランスとなる

計画予定地と周辺の関係性
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第３期恵那市歴史的風致維持向上計画
に向けた方向性の検討について

恵那市役所
建設部 リニア都市計画局 建築住宅課

資料No.３



今回の話題

R11に策定作業に入る
「第３期恵那市歴史的風致維持向上計画」

策定手順について意見をいただきたい



現行計画の課題

平成22年度 第１期計画策定

令和７年度 第３次総合計画策定

・今後歴史的風致をどう維持向上するのか？
・これまでと同様で、今後も向上していくのか？

15年経過

長い時間をかけて、見直しをしていきたい



課題改善の方法①

歴史的風致の維持向上のための方法を
もう一度整理する

（例）中山道大井宿村の歴史的風致

武並神社例大祭 七日市

現在掲げている
歴史的風致を整理

維持向上したいものを
可視化

どうあるべきかを
整理



課題改善の方法①



維持向上すべき歴史的風致



歴史的風致を維持向上するための方針（現行抜粋）

方針１：歴史資源の魅力の向上及び活用の促進と町並み整備保全

・地域に残る歴史や文化を誰もが気軽に学び、触れることができる拠点施設を設け、後世に正しい
形で地域の歴史と文化を継承できるようにする。
・祭りや民俗芸能の実演の場に積極的に小中学生などを参加させ、地域の歴史文化を直に感じ取れ
るようにする。市内の歴史的風致を継承する団体に対し支援を行う。
・伝統行事の勉強会などを開いて住民の関心を持ってもらう。

方針２：歴史的風致に対する市民意識の向上

方針３：歴史的風致を維持する伝統文化の担い手の育成

・歴史資源などを市の資料館や公開施設で紹介する
・パンフレットを一層充実し、各種イベントやシンポジウムの開催時などに配布
・地域活動組織やＮＰＯ等と行政の協働による講演会の開催
・岩村城や古い町並みの歴史や特徴を、看板等で説明していく。

・案内板の設置、歴史的建造物を多く楽しめる回遊性のあるルートの設定
・町の雰囲気を楽しんでもらえる新たな町の魅力づくりについて検討
・歴史的文脈を踏まえた歴史資源の修理・修景整備を進める
・歴史資源さらには町を心地よく快適に散策できるよう、歴史的建造物の移築や道路美装、広告物
の規制など景観的な配慮を行うとともに、休憩所などの空間の整備を行う
・空き家に住んでもらうための必要な機能について検討
・歴史的な町並みや人物を題材とした企画展を開催するなど、市民や来訪者に対して歴史的風致の
魅力を情報発信する。
・住民が必要な機能（施設）を町並みのなかに取り入れる



課題改善の方法②

地域住民向け説明会の開催も視野

今後どうなっていくことを望むか？
守りたいものは何か？
・来場者のにぎわい
・神社等の建物
・参加する人の維持
・屋台など

現在掲げている
歴史的風致を整理

維持向上したいものを
可視化

どうあるべきかを
整理

・アンケート
・住民向け説明会
・ワークショップ
                                   etc.



課題改善の方法③

ビジョンの可視化と
指標づくり

現在掲げている
歴史的風致を整理

維持向上したいものを
可視化

どうあるべきかを
整理

ビジョンの可視化
・維持向上によって実現する未来が見える
・担当が変わってもビジョンがわかる

指標づくり
・フィードバックができる
・現状の課題が何かが明確になる



参考



参考



基本方針１：未来を担うひとをはぐくむ



基本方針１：未来を担うひとをはぐくむ
取組の柱３ 生涯学習・文化・スポーツ活動の推進



基本方針４：活力魅力を生み出す



基本方針４：活力魅力を生み出す
取組の柱10 産業・観光振興の推進



第３次総合計画×歴まち まとめ

基本方針１：未来を担うひとをはぐくむ

• 世代を超えて市民が地域の文化・芸術・歴史に触れ合い、親しめる場を提
供します。

• 国史跡正家廃寺や県史跡明知城跡などの重要な文化財の保存と活用を推進
します。

基本方針４：活力魅力を生み出す

• 恵那市ならではの自然や歴史を活かしたアウトドアレジャーと歴史観光を
推進します。

自然とともに ひととまちが輝く 活力あふれる恵那

第３次恵那市総合計画（案） ２０年後の将来像
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